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第 3集

読
者
か
ら
の
励
ま
し
の
声

毎
年
の
新
年
号
で
お
し
ら
せ
し
て
い
ま
す

東
京
周
辺
に
あ
る
大
学

・
専
門
学
校
等
へ
進

学
し
た
男
子
奨
学
生
の
た
め
、
本
年
も
次
の

二
寮
が
御
協
力
い
た
だ
け
ま
す
。

入
寮
希
望
者
は
、
育
英
会
へ
御
連
絡
く
だ

去、ぃ
。

一
、
共
水
連
「
知
新
寮
」

H
詳
細
に
つ
い
て

厳

し

い

自

然

環

境

と

、

諸

規

制

の

中

で

の

は

、

こ

れ

ま

で

の

本

紙

新

年

号

を

参

照

〈

操

業

を

余

儀

な

く

さ

れ

る

漁

船

乗

組

員

の

方

だ

さ

い

。

現

在

、

知

新

寮

に

は

三
名
の
奨

々

の

ご

苦

労

に

敬

意

を

表

す

る

も

の

で

あ

り

学

生

が

入

寮

し

て

い

ま

す

。

ま
す
。
し

か

し

、

そ

の

日

々

の

た

た

か

い

の

一

、

東

海

寺

学

生

寮

日

詳

細

に

つ

い

て

は

、

蔭
に
、
消
え
去
る
こ
と
の
な
い
海
難
の
二
字

六
十
年
の
新
年
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

神
は
二
物
を
与
え
ず
と
き
p
ー

が

あ

り

ま

す

。

な
お
、
大
学
・
短
大

・
専
門
学
校
在
学
者

父
を
亡
く
し
た
子
供
達
は
、
別
の
価

値

を

私

も

、

三
十

数

年

南

・

北

と

捕

鯨

に

従

事

に

支

給

さ

れ

る

生

活

費

は

、

三
万
円
、
予

神
か
ら
与
え
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

し
、
海
の
厳
し
き
を
体
験
し
た
も
の
で
す
。

備
校
生
は
二
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

そ

れ

は

、

感

謝

す

る

心

、

努

力

す

る

心

、

母

陸

の

生

活

に

入

り

各

位

の

協

力

を

い

た

だ

き

一

、

新

規

入

寮

生

の

数

は

、

知

新

寮

が

一
ー

を
は
じ
め
と
し
た
他
の
人
の
苦
労
を
思
い
や
な
が
ら
、
今
の
仕
事
に
つ
い
て
お
り
ま
す

。

二

名
、
東
海
寺
学
生
寮
は
二
1
三
名
で
す
。

す
。

中
で
も
胸
が
痛
む
の
は
、
の
り
の
作
業
に
出
位
か
と
い
う
と
陸
上
全
産
業
の
平
均
が

0
・一

た
若
い
夫
婦
が
突
風
に
あ
っ
て
、
老
い
た
親
で
、
そ
の
中
で
最
も
高
い
の
は
鉱
山
関
係
の

と
幼
い
子
達
を
残
し
て
二
人
と
も
亡
く
な
っ
一
・

二
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
漁

て
し
ま
っ
た
と
か
、

一
人
乗
り
漁
船
で
沖
に
船
々
員
の
死
亡
災
害
発
生
率
は
鉱
山
の
次
に

出
た
人
が
海
に
落
ち
、
船
だ
け
が
同
じ
と
こ
高
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
数

ろ
を
ぐ
る
ぐ
る
廻
っ
て
い
る
の
が
見
付
か
つ
は
船
員
法
適
用
船
員
の
も
の
だ
け
な
の
で
、

た
と
い
う
よ
う
な
悲
劇
で
す
。
せ
め
て
も
う
同
法
適
用
外
の
沿
岸
小
型
漁
船
の
災
害
発
生

少
し
、
気
象
通
報
に
注
意
す
る
と
か
、
救
命
状
況
が
は
っ
き
り
わ
か
つ
だ
と
す
る
と
、
更

衣
を
着
け
る
と
い
っ
た
よ
う
な
基
本
的
な
｛
女
に
高
い
数
字
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

全
対
策
を
講
じ
て
い
た
ら
、
こ
ん
な
悲
劇
は
か
。

起
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

運
輸
省
の
海
上
技
術
安
全
局
か
ら
発
表
さ

れ
た
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
船
員
災
害
疾
病

状
況
報
告
集
計
書
に
よ
れ
ば
、
同
年
度
中
船

員
の
災
害
に
よ
る
死
亡
者
総
数
は
百
九
十
八

人
で
あ
り
、
そ
の
内
漁
船
々
員
は
百
二
十
八

人
、
約
六
十
五
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
千
人
当
り
の
発
生
率
で
見
る
と
、

0
・
九
と
な
り
ま
す
。
陸
上
産
業
で
は
ど
の

励
ま
し
お
ば
さ
ん
会
員

横

浜

市

神

田

雅

子

今
さ
ら
の
よ
う
に
、
海
難
事
故
に
遇
っ
た

方
々
の
苦
し
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
同
時

に
、
「
幸
福
と
は
何
か
」
が
、
わ
か
ら
ず
に

悩
み
問
題
を
か
か
、
え
て
い
る
多
く
の
現
代
の

家
族
関
係
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

文
集
を
読
み
、
残
さ
れ
た
遺
族
が
、
母
は
子

供
達
の
無
事
な
成
長
を
祈
り
、
子
供
は
成
長

し
て

一
日
も
早
く
母
を
助
け
た
い
と
い
う
言

葉
に
、
家
族
関
係
の
原
点
を
見
た
思
い
が
い

た
し
ま
す
。

東
京
都
立
大
島
南
高
等
学
校

事

務
船員災害防止協会

前常務・ ；魚、船部長

樋田徹也

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
設
立
十
五
周
年
記

念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
先
般
、
発
刊
さ
れ

た
文
集
「
父
さ
ん
、
大
き
く
な
っ
た
よ
」
を

読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
前
の
文
集
「
母

さ
ん
の
光
る
汗
」
を
読
ん
だ
と
き
に
も
そ
う

で
し
た
が
、
こ
の
文
集
の

一
篇

一
篇
を
読
ん

で
ゆ
く
毎
に
、
父
や
夫
を
不
慮
の
災
害
で
失

っ
た
皆
さ
ん
の
心
情
が
察
し
ら
れ
て
胸
が

一

杯
に
な
り
、
子
供
達
一
人
一
人
の
肩
を
た
た

い
て
励
ま
し
て
や
り
た
い
思
い
に
か
ら
れ
ま

長

る
心
で
あ
り
、
耐
え
る
カ
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
心
、
力
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

父
を
持
つ
こ
と
に
劣
ら
ず
、

一
人
の
人
聞
の

生
涯
に
と
っ
て
価
値
あ
る
こ
と
と
言
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

誰
で
も
、
い
つ
か
は
父
を
失
う
が
、
そ
の

代
替
価
値
を
常
に
得
る
と
は
限
ら
な
い
。
小

さ
な
作
者
達
の
輝
や
か
し
い
未
来
が
見
、
え
る

よ
う
で
あ
る
。

日
本
船
員
厚
生
協
会
・
清
水
海
員
会
館

館

白

井

勝

長

そ
れ
に
し
て
も
、
漁
船
の
海
難
や
事
故
・

災
害
は
ど
う
し
て
、
こ
う
も
減
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
。
あ
の
日
航
機
墜
落
事
件
の
よ
う
な

特
殊
な
例
は
別
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
で
報
道

さ
れ
る
大
量
遭
難
死
亡
災
害
の
ト
ッ
プ
と
云

え
は
先
づ
炭
鉱
で
あ
り
、
次
は
漁
船
の
遭
難

で
す
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
出
来
事
が
世

間
の
人
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
る
頃
に
な
っ
て
ま

た
、
次
の
災
害
が
起
き
る
。
そ
ん
な
パ
タ
ー

ン
が
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て
、
世
間
の
人
も
そ

れ
に
馴
れ
て
し
ま
っ
て
、
「
あ
っ
、
ま
た
か
』

ぐ
ら
い
に
し
か
受
け
と
っ
て
い
な
い
よ
う
に
、

私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う

な
集
団
遭
難
の
か
げ
の
、
人
服
に
つ
か
な
い

と
こ
ろ
で
作
業
中
海
に
落
ち
た
り
、
漁
労
機

械
に
巻
き
こ
ま
れ
た
り
し
て
亡
く
な
る
よ
う

な
災
害
が
、
相
も
変
わ
ら
ず
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
が
、
こ
の
文
集
か
ら
も
推
察
さ
れ
ま
す
。

次

昨
年
よ
り
当
日
本
船
員
厚
生
協
会
で
は
、
海

難
遺
児
及
び
家
族
に
対
し
て
の
宿
泊
に
便
宜

を
計
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
遅
き
に
失
し

た
感
じ
で
す
が
、
職
員

一
同
出
来
得
る
限
り

暖
か
く
お
迎
え
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

励
ま
し
お
じ
さ
ん
会
員

福

井

市

平

林

良

寛

文集に接するのは、今回が初めてで

すが、遺族の気持ちが淡々と書かれて

いる中に、言葉では言い表せない悲し

み、苦しみがあっただろうと想像され、

胸がせまる思いであります。

年月が過ぎてしまうと、つらい事は

記憶からうすれて行くように、神様は

人間に忘却を与、えたということを聞い

たことがありますが、完全に忘れ去る

ことはないと思います。

昭
和 第...... 

四ノ、

＋ 回

一 ~ら三 車頁
年 イサ 書

一 締
月 切
末
日

た
だ
、
思
い
出
と
な
っ
た
事
は
、
少
し
ぼ

か
さ
れ
て
つ
ら
さ
も
や
わ
ら
い
で
く
る
と
は

思
い
ま
す
。

多
く
の
遺
族
の
た
め
、
微
力
な
が
ら
今
後

も
努
力
を
し
て
行
く
つ
も
り
で
す
。

遺
族
の
中
に
は
、
と
て
も
文
を
書
く
気
に

も
な
れ
な
い
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
つ
ら
い
気
持
ち
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
文
集
の
中
で
子
供
達
は
「
こ
ん
な
悲

劇
は
自
分
達
だ
け
で
た
く
さ
ん
だ
。
も
う
こ

れ
以
上
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
貰
い
た
い
』

と
訴
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
漁
業
者
の
皆

さ
ん
、
こ
の
子
供
達
の
声
を
聞
き
流
し
に
し

な
い
で
、
こ
の
願
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
と

め
て
、
皆
さ
ん
の
家
庭
の
幸
福
の
た
め
に
、

も
っ
と
安
全
を
大
切
に
し
て
頂
き
た
い
と
願

う
次
第
で
す
。
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幼児 小学生 中学生 /J、Oil 与奨λ'f:'L 幼児 小学生 中学’主 高校生

iじ 海 道 11 86 92(4) 189(4) 29 218(4) 

青 森 15 56 57(3) 128(3) 33 161(3) 

岩 手 10 61 58(1) 129(1) 31 160(1) 2 2 

宮 城 6 63 76(3) 145(3) 25 170(3) 1 3 4 

秋 国 2 12 6 20 3 23 

山 官3 1 9 11 21 5 26 

福 島 5 19 17 41 11 52 

J 城 4 5 9 4 13 

栃 木 2 2 

千 葉 2 7 17 26 5 31 4、－ 

東 Jr, 1 2 2 

神奈 JI! 1 3 2 6 4 10 

新 1勾 6 7 13 2 15 

富 山 3 5 8 7 15 

石 Ill 3 21 25 49 5 54 1 2 3 

福 井 4 5 3 8 

静 同 8 7 15 2 17 2 2 

一量 知 1 8 10(1) 19(1) 3 22(1) 1 1 

ー
重 I 8 15 24 6 30 

京 者日 4 3 7 7 

大 阪 3 3 6 2 8 

兵 庫 2 11 13(2) 26(2) 3 29(2) 

和歌 山 1 9 10 6 16 

島 取 3 9 10 22 9 31 

島 守毘 1 22 10 33 4 37 1 

岡 山 2 3 6 11 2 13 

広 iゐ 2 6 3 11 11 

lli 口 5 28 25 58 29 87 l 5 3 9 

香 Ill 1 5 5 11 8 19 

徳 島 I 10 2 13 4 17 

量 媛 3 II 6 20 4 24 

高 知 2 11 10(1) 23(1) 6 29(1) 4 5 

福 岡 3 25 13 41 3 44 

福岡県有明海 2 3 5 1 6 1 2 

佐賀県玄海 2 5 7 3 10 

佐賀県有明海 1 3 4 2 6 2 

長 自奇 7 42 47 96 21 117 2 1 3 

大 分 2 14 12 28 28 

熊 本 7 6(1) 13(1) 2 15(1) 

｛ 呂 山奇 5 13 10 28 5 33 

鹿児 島 2 17 8 27 13 40 

1中 織 2 9 7 18 10 28 

合 計 102 632 635(16) ],369(1日 315 1, 684(16) 3 15 13 3 34 

( 2 ) 

『会
員
申
し
込
み
・
奨
学

資
金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

昭
和
六
十
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
聞

に
会
員
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
、
同
時
に

奨
学
資
金
の
御
寄
付
を
賜
わ
っ
た
方
々
の
御

芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（敬
称
略
）

〔
十
月
〕
マ
小
嶋
幸
子
（
神
奈
川
県
横
浜

市
）
マ
上
野
文
子
（
東
京
都
東
久
留
米
市
）

マ
阿
部
ひ
ろ
み
（
東
京
都
武
蔵
村
山
市
）

〔
十
一
月
〕
マ
鮒
福
島
漁
業
（
青
森
県
八

戸
市
）
マ
嗣
コ
ル
ベ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
マ
嗣
西
塗
装
（
福
岡

県
北
九
州
市
）
マ
田
村
順
三
（
和
歌
山
県
和

歌
山
市
）
マ
酒
井
了
介
（
埼
玉
県
浦
和
市
）

マ
田
中

一
昌
（
埼
玉
県
所
沢
市
）
マ
桑
原
寅

雄
（
東
京
都
墨
田
区
）

〔
十
二
月
〕

マ
小
川
重
行

（
東
京
都
国
分

寺
市
）
マ
山
本
設
子
（
東
京
都
足
立
区
）
マ
鮒

よだ
A
Q
一品

( U/l和60年12月末現在）
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マ
ジ
ソ
ン
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
東
京
都
新
宿

区
）
マ
側
山
形
県
栽
培
漁
業
協
会
常
務
理
事

山
園
勇
作
マ
水
産
庁
漁
港
部
長
佐
藤
稔
夫
マ

和
田
正
司
（
東
京
都
板
橋
区
）
マ
水
産
庁
研

究
部
長
木
村
邦
雄
マ
岩
本
忠
正
（
福
岡
県
福

岡
市
）
マ
小
川
洋
二
（
兵
庫
県
神
戸
市
）
マ

永
岡
千
枝
古

（
東
京
都
杉
並
区
）
マ
日
本
鰹

鮪
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
上
回
大
和
マ

清
水
英
子
（
新
潟
県
新
津
市
）

『嘩｜

募直｜
金｜受｜

｜成｜

御
寄

の付
お』

ネし

昨
年
中
は
、
温
か
い
御
支
援
有
難
う
こ
さ

い
ま
し
た
。
ま
た
、
年
末
に
は
、

「
年
末
カ

ン
パ
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
水
産

庁
を
は
じ
め
漁
協
系
統
並
び
に
水
産
関
係
団

体
・
会
社
の
役
職
員
の
皆
様
か
ら
、
温
か
い

カ
ン
パ
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
昭
和
六

十
年
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
聞
に
御
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
の
御
芳
名
を
か
か
げ
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名

（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

（
系
統
扱
い
一
般
寄

付
金
を
含
む
。）

〔
十
月
〕

マ
鮒
浅
幸
商
店
（
宮
城
県
）
マ

下
関
ふ
く
連
盟
他
二
件
（
山
口
県
）
マ
三
園

久
男
他
二
件
（
青
森
県
）
マ
岩
田
文
恵
（
愛

知
県
）
マ
森
ヤ
ス
（
北
海
道
）
マ
平
潟
漁
協

鈴
木
弓
夫
・
退
職
記
念
（
茨
城
県
）
マ
中
村

英
子
他
四
件
（
和
歌
山
県
）
マ
農
中
前
静
岡

支
店
長
栗
林
直
幸
（
静
岡
県
）
マ
岡
山
県
マ

山
本
隆

一
（
富
山
県
）
マ
矢
田
部
安
三
郎
（
富

山
県
）
マ
中
嶋

一
太
他
四
件

（
大
分
県
）
マ

姫
海
洋
少
年
団
他
十
九
件
（
石
川
県
）

〔
十
一
月
〕

マ
東
京
都
マ
県
信
漁
連
会
長

大
井
清
蔵

・
御
令
室
香
典
返
（
広
島
県
）
マ

ヤ
マ
ハ
九
州
側
（
福
岡
県
）
マ
浦
富
多
加
子

他
十
七
件
（
長
崎
県
）
マ
内
山
初
子
他
二
件

（山
口
県
）
マ
詫
間
漁
協
組
合
長
平
田

一
雄

・
香
典
返

（香
川
県
）
マ
青
山
邦
明

・
病
気

見
舞
返
（
島
根
県
）
マ
山
西
水
産
制
（
宮
崎

県
）
マ
島
崎
藤
左
衛
門
・
受
章
祝
（
富
山

県
）
マ
熊
本
県
マ
標
津
漁
協
組
合
長
西
山
吉

一
了
厚
岸
漁
協
理
事
保
田
四
郎
・
快
気
祝）内は特殊児で外数である。

（
北
海
道
）
マ
野
木
久
雄
（
島
根
県
）
マ
県

漁
業
共
済
専
務
多
回
政
信
・
香
典
返
（
香
川

県
）
マ
全
漁
連
常
務
理
事
浜
崎
礼
三

・
快
気

祝
返〔

十
二
月
〕

マ
県
漁
船
保
険
組
合
他
七
件

（
青
森
県
）
マ
八
戸
地
区
船
員
保
険
協
会
他
一

件

・
八
戸
漁
連
経
由
（
青
森
県
）
マ
善
光
寺

政

一
（
富
山
県
）
マ
大
師
丸
漁
業
側
（
静
岡

県
）
マ
守
屋
民
三
（
岡
山
県
）
マ
若
松
福
松

・
渡
辺
定
吉
（
千
葉
県
）
マ
福
島
県
マ
浜
田

望
・
厳
父
邦
美
氏
香
典
返
（
徳
島
県
）
マ
井

筒
健
二
郎
他
十
件
（
長
崎
県
）
マ
鹿
児
島
県

マ
県
漁
連
安
岐
修
・
香
典
返
（
香
川
県
）
マ

全
漁
連
漁
政
部
長
菅
原
昭

・
香
典
返
マ
前
田

和
良
他

一
件

（鹿
児
島
県
）
マ
鮒
稲
井
三
次

商
店
他
八
件
（
宮
城
県
）
マ
県
漁
連
宗
像
支

所
長
寺
山
亨
快
気
祝
へ
福
岡
県
）
マ
吉
元
宏

・
中
野
敏
春
（
北
海
道
）
マ
塩
釜
地
区
機
船

漁
協
（
宮
城
県
）
マ
朝
野
直
士
（
富
山
県
）

マ
県
の
り
協
会
（
徳
島
県
）
マ
三
谷
勝
次
他

七
十
件

（
三
重
県
）
マ
県
信
漁
連
役
職
員

一

同
（
沖
縄
県
）
マ
沖
縄
県
マ
石
川
県
マ
千
葉

県
マ
県
漁
政
課
一
同
他
十
三
件
（
大
分
県
）

マ
桐
本
庄
水
産
他
八
十
八
件
（
北
海
道
）
マ

県
水
産
振
興
課
職
員

一
同

（大
分
県
）
マ
広

島
県
マ
水
産
振
興
基
金
他
二
十
件
（
香
川
県）

マ
福
井
県
マ
熊
本
県
マ
県
漁
政
課
職
員
一
同

他
二
十
件
（
沖
縄
県
）
マ
側
福
積
丸
他
十
九

件
（
静
岡
県
）
マ
浦
神
婦
人
会
他
十
五
件
（
和

歌
山
県
）
マ
宮
城
県
マ
長
崎
県

一
、

一
般
寄
付

〔
十
月
〕

マ
北
部
太
平
洋
ま
き
網
漁
業
協

同
組
合
連
合
会

・
中
部
日
本
海
ま
き
網
漁
業

協
会
（
全
固
ま
き
網
漁
業
協
会
経
由
）
マ
中

央
冷
凍
附
常
務
取
締
役
山
崎
勝
孝
（
御
尊
父

香
典
返
）
マ
勝
田
繁
行
（
埼
玉
県
大
宮
市
）

マ
全
国
水
産
物
却
組
合
連
合
会
募
金
箱
マ
島

崎
久
（
千
葉
県
松
戸
市
）
マ
中
島
け
い
子
（
神

奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
岡
野
絹

・
峰
松
栄
（
東

京
都
台
東
区
）
マ
平
野
良
子
（
神
奈
川
県
横

浜
市
）
マ
芝
田
正
夫
（
京
都
府
京
都
市
）
マ

長
津
勲
（
東
京
都
江
東
区
）
マ
磯
西
初
代
（
静

岡
県
静
岡
市
）
マ
岩
西
和
子
（
福
島
県
福
島

市
）
マ
上
回
都
美
（
東
京
都
荒
川
区
）
マ
梅

本
啓
次
（
東
京
都
大
田
区
）
マ
丸
益
水
産
側

マ
共
和
水
産
鮒
マ
太
平
洋
証
券
鮒
マ
み
ね
ま

い
り
会
マ
谷
佐
代
子
（
兵
庫
県
藤
井
寺
市
）

マ
野
中
勇
（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）
マ
小
野
寺

ル
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吉
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（注）学資給与奨学生の （

京
都
八
王
子
市
）
マ
嶋
岨
則
之
（
石
川
県
辰

口
町
）
マ
伊
東
靖
子
（
兵
庫
県
西
宮
市
）
マ

漁
船
海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
パ
ザ
｜
ル
会

場
募
金
マ
鳩
山
安
子
（
東
京
都
文
京
区
）
マ

匿
名
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
清
水
海
員
会

館
マ
上
回
都
美
（
東
京
都
荒
川
区
）
マ
野
崎

寛
光
（
静
岡
県
伊
豆
長
岡
町
）
マ
匿
名
（
東

京
都
板
橋
区
）
マ
合
沢
洋
子
（
岩
手
県
釜
石

市
）
マ
川
村
須
賀
子
（
高
知
県
中
土
佐
町
）

マ
中
山
筆
子
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）
マ
明
滝

幸
子
（
東
京
都
新
宿
区
）
マ
匿
名

（東
京
都

品
川
区
）
マ
野
中
千
代
乃
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

マ
笠
間
ト
シ
子
（
福
島
県
郡
山
市
）
マ
室
井

円
祐
（
東
京
都
練
馬
区
）
マ
蒲
田
魚
商
業
協

同
組
合
マ
匿
名
（
福
岡
県
福
岡
市
）
マ
石
川

文
代
（
三
重
県
鳥
羽
市
）
マ
滝
野
利
子
（
岩

手
県
川
井
村
）
マ
上
野
令
子
（
福
島
県
熱
塩

加
納
村
）
マ
吉
田
純
子
（
埼
玉
県
川
口
市
）

マ
橋
本
孝
祷
（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
マ
指

幸
子
（
東
京
都
板
橋
区
）
マ
石
井
桑
慧
（
千

葉
県
八
日
市
場
市
）
マ
山
本
高
司
（
京
都
府
京

都
市
）
マ
鈴
木
美
津
子
（
山
形
県
温
海
町
）

〔
十
一
月
〕

マ
一
里
塚
陽
二
（
福
岡
県
北

九
州
市
）
マ
佐
竹
章
（
宮
城
県
秋
保
町
）
マ

佐
藤
秋
二
（
東
京
都
東
村
山
市
）
マ
佐
藤
清

子
（
宮
城
県
本
吉
町
）
マ
石
山
滋
子
（
東
京

都
世
田
谷
区
）
マ
浜
田
重
美
（
高
知
県
中
村

市
）
マ
全
日
本
海
員
組
合
中
央
執
行
委
員
会

事
務
局
穀
田
範
尚
マ
豊
園
和
代
（
千
葉
県
柏

市
）
マ
大
野
久
子
（
香
川
県
綾
上
町
）
マ
北

部
日
本
海
ま
き
網
漁
業
協
会
（
全
固
ま
き
網

漁
業
協
議
会
）
マ
安
部
龍
巌
（
神
奈
川
県
小

田
原
市
）
マ
飯
村
吉
巴
（
福
島
県
郡
山
市
）

マ
遠
藤
レ
イ
子
（
香
川
県
香
川
町
）
マ
林
範

枝

（岐
阜
県
岐
阜
市
）
マ
森
本
弥
生
（
高
知

県
高
知
市
）
マ
岡
村
絹

・
峰
松
栄
（
東
京
都

台
東
区
）
マ
久
保
田
俊
二
熊
本
県
本
渡
市
）

マ
高
柳
和
歌
子
（
青
森
県
五
所
川
原
市
）
マ

阿
曾
市
太
郎
（
山
形
県
酒
田
市
）
マ
長
津
勲

（東
京
都
江
東
区
）
マ
三
菱
信
託
銀
行
本
店

募
金
箱
マ
渡
辺
美
佐
子
（
宮
城
県
鹿
島
台
町
）

マ
全
国
海
友
婦
人
会
武
蔵
野
支
部
マ
全
国
い

か
加
工
業
協
同
組
合
マ
田
尻
孝
久
（
滋
賀
県

草
津
市
）
マ
野
崎
寛
光
（
静
岡
県
伊
豆
長
岡

町
）
マ
梅
木
静
子
（
東
京
都
大
田
区
）
マ
長

谷
川
浩
（
千
葉
県
流
山
市
）
マ
田
平
喜
和
子

（
兵
庫
県
宝
塚
市
）
マ
野
原
芳
枝
（
東
京
都

八
王
子
市
）
マ
永
井
稲
秀
（
長
崎
県
長
崎
市
）
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子
（
東
京
都
三
鷹
市
）
マ
国
沢
節
子
（
高
知

県
須
崎
市
）
マ
飯
吉
信
親
（
大
阪
府
枚
方
市
）

マ
辻
博
子
（
長
崎
県
宇
久
町
）
マ
中
村
ヤ
マ

（
東
京
都
練
馬
区
）
マ
水
産
庁
長
官
室

・
沿

岸
課
・
企
画
課
募
金
箱
マ
上
回
都
美
（
東
京

都
荒
川
区
）
マ
い
わ
き
親
潮
会

・
全
国
海
友

婦
人
会
い
わ
き
支
部
（
全
日
海
経
由
）
マ
樋

田
徹
也
（
東
京
都
大
田
区
）マ
小
坂
義
之
（
東

京
都
板
橋
区
）
マ
指
幸
子
（
東
京
都
板
橋
区
）

マ
尾
崎
忠
土
（
埼
玉
県
浦
和
市
）
マ
本
田
富

喜
子
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
マ
種
田
か
を
り

（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
マ
野
呂
信
子
（
青
森

県
弘
前
市
）
マ
中
山
筆
子
（
神
奈
川
県
藤
沢

市
）
マ
佐
藤
み
と
（
東
京
都
品
川
区
）
マ
匿

名
（
福
岡
県
福
岡
市
）
マ
土
肥
芳
郎
（
兵
庫

県
東
保
町
）
マ
水
産
庁
漁
船
課
建
造
班
募
金

箱
マ
室
井
円
祐
（
東
京
都
練
馬
区
）
マ
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
（
漁
船
海

難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
パ
ザ

l
ル
売
上
代

金）〔
十
二
月
〕

マ
団
代
誠
子
（
熊
本
県
熊
本

市
）
マ
側
海
老
の
大
丸
マ
木
村
茂
雄
（
神
奈

川
県
茅
ケ
崎
市
）
マ
新
潟
県
立
五
泉
高
等
学

校
三
年
四
組
マ
岡
野
絹
・
峰
松
栄
（
東
京
都

台
東
区
）
マ
全
国
加
工
海
苔
協
同
組
合
連
合

会
マ
側
日
本
郵
船
保
土
ケ
谷
寮

・
全
日
本
海

員
組
合
尾
道
支
部

・
八
幡
岩
士
口
（
全
日
海
経

由
）
マ
中
野
信

一
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
マ

野
崎
寛
光
（
静
岡
県
伊
豆
長
岡
町
）
マ
附
本

地
郷
マ
山
本
高
司
（
京
都
府
京
都
市
）
マ
側

漁
場
油
濁
被
害
救
済
基
金
役
職
員

一
同
・
募

金
箱
マ
回
全
国
沿
岸
漁
業
振
興
開
発
協
会
役

職
員

一
同

・
募
金
箱
マ
全
国
共
済
水
産
業
協

同
組
合
連
合
会
役
職
員

一
同
・
募
金
箱
マ
側

花
輪
魚
市
場
マ
玉
島
魚
市
場
嗣
マ
山
二
漁
業

嗣
マ
東
京
昆
布
海
藻
鮒
マ
奈
良
県
中
央
卸
売

市
場
水
産
物
商
業
協
同
組
合
マ
協
同
組
合
全

国
魚
粉
飼
料
工
業
会
マ
住
友
セ
メ
ン
ト
附
マ

凶
日
本
栽
培
漁
業
協
会
五
島
事
業
場

一
同
マ

か
も
め
プ

ロ
ペ
ラ
附
マ
荒
居
達
雄
（
東
京
都

渋
谷
区
）
マ
鮒
共
冷
マ
三
重
県
立
水
産
高
等

学
校
教
職
員
一
同
マ
柏
魚
市
場
側
マ
岡
山
県

中
央
魚
市
側
マ
越
後
食
品
糊
マ
制
全
国
近
海

か
つ
お

・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
マ
全
国
珍
味
商

工
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
昌
和
水
産
鮒
マ
小

野
登
喜
雄
（
水
産
庁
遠
洋
漁
業
課
長

・
厳
父

香
典
返
）
マ
簾
昌
子
（
吹
田
市
）
マ

日
興
冷

凍
附
（
江
東
区
）
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